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第 31回（2006年度第 2回）幹事会議事要録
日時：2006年 1月 28日 13:00～ 16:00
場所：学士会館本館
出席者：鈴木会長，能城総括幹事・編集委員長，大山庶務
幹事，朝川会計幹事，大井行事委員長，高橋行事副委員
長，佐々木広報・渉外幹事
１．第 21回大会を 11月 25・26日に早稲田大学で開催す
ることとし，実行委員会を組織した。シンポジウムテー
マは｢人類時代の植生史研究と考古植物学―旧石器から
江戸へ―｣と決定した。
２．第 24回談話会（テーマ：石斧伐採実験のあとを訪ねる）
を 6月 10・11日に東北大学川渡共同セミナーセンター
で開催することとした。
３．第 25回談話会を 8月か 9月に総合地球環境学研究所
で開催することとした。
４．会誌第 14巻 1号が近日中に刊行されることが報告さ
れた。特別第 2号の編集状況が報告された。
５．海外会員の会費納入方法は，郵便振替に一本化する。
６．海外会員への対処のため，投稿規定の変更を行う。変
更点は，和文論文の図・表の説明文を和文と英文で併記
すること，和文論文の短報に英文要旨をつけることである。
７．ホームページを掲載するサーバーの契約先の変更を検
討する。
８．次回幹事会は 4月 8日に開催する。

第 32回（2006年度第 3回）幹事会議事要録
日時：2006年 4月 8日 13:00～ 15:20
場所：早稲田大学大隈会館
出席者：能城総括幹事・編集委員長，大山庶務幹事，朝川
会計幹事，大井行事委員長，高橋行事副委員長，佐々木
広報・渉外幹事，鈴木第 21回大会実行委員
１．第 21回大会実行委員会より大会の準備状況について
報告があった。会場確保が困難なことから，代替となる
会場の確保および日程変更を早急に検討することとした。
２．第 24回談話会の開催案を了承した。
３．会誌第 14巻 1号の発行および第 14巻 2号，特別第

2号の編集状況について報告があった。
４．会員名簿発行に伴う会員状況調査案を検討し，次回会
誌発送時に調査を行うことになった。
５，第 25回談話会を 9月初旬，総合地球環境学研究所で
開催することとした。
６．ニュースレターNo. 7を発行し，第 21回大会の変更
点と第 24回談話会の募集案内を掲載することとなった。
７．経費削減のため，学会ホームページのサーバーを変更

した。

日本植生史学会第 24回談話会
第 24回談話会を 2006年 6月 10・11日の 2日間，宮
城県内の東北大学川渡共同セミナーセンターおよび複合生
態フィールド教育研究センターにおいて見学会形式で開催
しました。参加者は 29名でした。
テーマ：石斧伐採実験のあとを訪ねる
案内者：鈴木三男（東北大学）・山田昌久（首都大学東京）・
磯部保衛（古代ランド岩ヶ崎）
世話人：大山幹成（東北大学）
場　所：東北大学川渡共同セミナーセンターおよび複合生
態フィールド教育研究センター

日本植生史学会第 25回談話会
第 25回談話会を 2006年 9月 9・10日の 2日間，総合
地球環境学研究所において開催します。
講習会：植生史解明のための室内実験法 1　微粒炭の基礎
と方法
内容：山林や原野の火災，人による焼き畑や野焼きといっ
た火入れなどを含む火事の歴史的記録として注目を集め
ている堆積物中に含まれる微粒炭の研究の基礎と具体的
な分析方法を講義と実習で学ぶ。
講師：小椋純一（京都精華大学）・井上淳（大阪市立大学）
世話人：湯本貴和（総合地球環境学研究所）・大井信夫（ONP
研究所）
会場：総合地球環境学研究所（京都市北区）

第 21回日本植生史学会大会
第 21回大会（研究会設立 20周年・学会設立 10周年記
念大会）を 2006年 11月 25日（土）・26日（日）に，東
京大学において開催します。シンポジウムは一般公開をい
たします。
シンポジウム：人類時代の植生史研究と考古植物学―旧石
器から江戸へ―
大会実行委員：谷川章雄（実行委員長），樋泉岳二，江口誠一，
鈴木伸哉，余語琢磨，佐藤宏之，高橋敦
会場：東京大学本郷キャンパス

会員動向（2005年 12月～ 2006年 4月）
会員数（2006年 4月 4日現在）
名誉会員 1名　賛助会員 1社　一般会員 355名　学生会
員 43名　団体会員 6団体
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査読者への謝辞
植生史研究第 14巻に投稿された論文等は下記の方々に査読していただきました。記して御礼申し上げます。

大井信夫
叶内敦子

清永丈太
杉山真二

鈴木三男
高原　光

能城修一
百原　新

山本直人
米林　仲

新入会員
佐久間　大輔（一般）
大阪市立自然史博物館地史研究室

安井　宣也（一般）
奈良市埋蔵文化財センター

米延仁志（一般）
鳴門教育大学学校教育学部

上中　央子（学生）
京都造形芸術大学大学院

坂下　貴則（学生）
東京都立大学人文科学研究科史学（考古学）専攻修士課
程

柳原　梢子（学生）
東京大学文学部歴史文化学科考古学専修課程

佐々木明彦（学生）
東北大学大学院理学研究科地学専攻地理学教室

再入会員
野井　英明

退会会員
野口　順子，清水　長正，畑中　健一

逝去
棚井　敏雅，堀　輝三，大島　康行

異動
實吉玄貴（学生→一般）

第 5期日本植生史学会役員
（任期：2005年 10月 1日～ 2008年度大会）
会長：鈴木三男
評議員：辻　誠一郎，西田治文，南木睦彦，守田益宗
幹事：能城修一（総括），大山幹成（庶務），朝川毅守（会
計），佐々木由香（広報・渉外）
編集委員会：能城修一（委員長），紀藤典夫（副委員長）
行事委員会：大井信夫（委員長），高橋　敦（副委員長）

事務局報告


